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がんに効果的な食品とは？

がんの治療には、部位によって選択は異なるが、

外科手 術や抗がん剤治療、放射線治療を中心に

標準治療が定められている。

これ らは過去の治療実績をもとに組み立てら

れた、現時点で最も信頼できる治療です。

がんを 克服するためには、まずはこの標準治療

を滞りなく受けきることが大切です。

しかしその為には治療を全うするための体力が

必要だ 。また標準治療で足りない部分を補完す

ることも大切です。

そこで注目されているのが

食事など日々の生活の改善です。

当然のことながら、日々何気なく摂った毎日の

食事が私たちの体をつくっています。

標準治療の中心となる外科手術や抗がん剤治療、

放射線 治療。これらは同時に手術後の免疫力の

低下や 、抗がん剤治療や放射線治療による免疫

力の低 下、さらには副作用の影響も考慮しなけ

ればなりません。

そこ でがんの治療に備えて、毎日の食事を改

善し、 足りない部分を健康食品などで補うこと

がとても大切となります。

がんも良いとされる食品成分

フコイダン

褐藻 類の海藻のヌルヌル・ネバネバしたヌメ

リ成分 の一つ。免疫活性の他にもアポトーシス

誘導や 血管新生抑制など様々な抗がん作用が解

明されています。

βグルカン

きの こ類に含まれる多糖体。アガリクスやメ

シマコ ブ、霊芝、冬虫夏草などが有名。その他

にも椎 茸や舞茸、エリンギ、シメジ、ヒラタケ

といっ たスーパーなどで手に入りやすい食材に

も豊富に含まれています。 乳酸菌

腸内 環境を整える効果があり、それにより免

疫バラ ンスの改善に良いとされています。ヨー

グルト やチーズなど乳由来の発酵食品のほか、

漬物や味噌・醤油などにも含まれています。

ラクトフェリン

母乳 を始め、哺乳動物の乳に含まれる糖タン

パク。 腸内環境を整える効果があり、それによ

り免疫バランスの改善に良いとされています。

ビタミン C
強い 抗酸化作用を持ちそれにより免疫力を高

めるという。中でも高濃度ビタミン Cは「天然の

抗がん 剤」として注目されている代替医療の一

つです。
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お
知
ら
せ

新
春
旗
開
き

日

時

１
月
19
日

19
時

場

所

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
&
モ
ツ
鍋

食
べ
放
題

個
室
居
酒
屋
え
び
す
屋

参
加
費

組
合
補
助

春
闘
討
論
集
会

日

時

１
月
20
日

13
時
30
分

場

所

上
田
公
民
館
２
階

１
月
27
日

い
わ
て
労
連

第
52
回
評
議
委
員
会

２
月
６
日

盛
岡
地
域春

闘
共
闘
会
議
総
会

「
建
国
記
念
の
日
」
考
え
る
つ
ど
い

日

時

２
月
11
日

場

所

サ
ン
ビ
ル
７
階
大
ホ
ー
ル

東
日
本
大
震
災
８
周
年

３
月
11
日

追
悼
行
事
・
祈
り
の
灯
火
２
０
１
９

19
春
闘
集
中
回
答
指
定

３
月
⒔
日

19
春
闘
全
国
統
一
行
動

3
月
14
日

災
害
で
被
害
拡
大

行
き
詰
ま
る
原
発

各
地
で
相
次
い
だ
台
風

や
地
震
が
原
発
の
脆
弱

性
を
浮
き
彫
り
に
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
安
倍

政
権
は
国
民
世
論
を
無

視
し
て
原
発
再
稼
働
、

増
設
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

原
発
の
危
険
性
や
国
民

生
活
に
与
え
る
影
響
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
に
向
け
て
の
必
要
性

を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

制
御
で
き
な
い
原
発
の

「
異
質
の
危
険
」

原
発
事
故
に
よ
っ
て

放
射
性
物
質
が
外
部
に

放
出
さ
れ
た
場
合
に
、

完
全
に
押
さ
え
る
手
段

は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
空
間
的
」
被
害
は
、

ど
こ
ま
で
も
広
が
る
危

険
性
が
あ
り
、
日
本
だ

け
で
な
く
海
外
に
ま
で

拡
散
さ
れ
ま
す
。
「
時

間
的
」
被
害
は
、
将
来

に
わ
た
る
危
険
が
あ
り
、

放
射
能
物
質
が
人
体
に

悪
影
響
を
与
え
な
い
量

に
な
る
ま
で
何
万
年
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
社
会
的
」
被
害
は
、

地
域
社
会
を
壊
し
、
住

民
は
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
す
。

原
発
事
故
が
起
こ
れ

ば
、
被
害
を
「
空
間
的
」

「
時
間
的
」
「
社
会
的
」

と
そ
れ
ぞ
れ
に
限
定
す

る
こ
と
が
不
可
能
で
す
。

他
の
産
業
事
故
で
は
考

え
ら
れ
な
い
、
ま
さ
に

「
異
質
の
危
険
で
す
。

高
コ
ス
ト
で

処
理
不
可
能

安
倍
総
理
は
所
信
表

明
演
説
で
「
責
任
あ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
構

築
し
て
い
く
」
と
の
べ
、

原
発
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
と
し
て
安
定
供
給

し
て
い
く
と
い
う
宣
言

で
す
が
、
福
島
原
発
事

故
に
よ
る
被
害
の
甚
大

さ
を
考
え
れ
ば
、
原
発

ほ
ど
無
責
任
な
電
源
は

あ
り
ま
せ
ん
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

普
及
が
進
め
ば
コ
ス
ト

は
安
く
な
り
ま
す
が
、

原
発
事
故
の
被
害
が
甚

大
に
な
る
た
め
採
算
が

と
れ
ず
、
コ
ス
ト
面
で

も
破
た
ん
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
発
を
再
稼

働
す
れ
ば
、
わ
ず
か
6

年
で
原
発
の
使
用
済
み

核
燃
料
貯
蔵
庫
プ
ー
ル

が
満
杯
に
な
り
ま
す
。

使
用
済
み
核
燃
料
を
再

利
用
す
る
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
ル
は
、
完
全
に
行

き
詰
ま
り
ま
す
。

原
発
を
再
稼
働
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
「
核
の
ゴ

ミ
」
が
た
ま
っ
て
い
き
、

行
き
場
の
な
い
ゴ
ミ
が

増
え
続
け
ま
す
。
原
発

に
は
未
来
が
あ
り
ま
せ

ん
。

電
力
事
業
界
が

再
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
敵
視

安
倍
政
権
が
原
発
を

推
進
す
る
中
、
九
州
電

力
が
太
陽
光
発
電
を
行
っ

て
い
る
事
業
者
に
発
電

を

一
時

中
止

さ
せ

る

「
出
力
制
御
」
を
４
回

に
わ
た
っ
て
実
施
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
九
電
は
太

陽
光
の
発
電
を
押
さ
え

る
一
方
で
、
川
内
原
発

１
，
２
号
機
、
３
月
に

佐
賀
の
玄
海
原
発
３
号

機
、
６
月
に
同
４
号
機

の
再
稼
働
を
強
行
し
て

い
ま
す
。
稼
働
し
た
原

発
４
基
は
「
出
力
制
御
」

の
対
象
外
と
し
て
い
ま

す
。九

州
で
は
太
陽
光
発

電
の
導
入
が
進
み
、
８

月
末
時
点
で
焼
く
８
０

０
万
㌗
（
原
発
役
８
基

分
に
匹
敵
）
発
電
が
あ

り
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
潜
在
能
力
を
引

き
出
す
よ
う
に
転
換
す

べ
き
で
す
。

原発ゼロ NO 94

原 発

大破たんの原発再稼働路線

２
０
１
９
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、
あ
た
し
た
ち
が
望
ん
で
い
な
い
こ
と
ば
か
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
た
ち
に
対
す
る
差
別
を
そ
の
ま
ま
に
し
、
こ
れ
か
ら
大
量
の
外
国
人

を
入
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
国
の
人
間
の
、
労
働
環
境
の
悪
化
や
、
賃
金
低
下
も
意
味
し
て

い
ま
す
。

世
界
で
失
敗
ば
か
り
し
て
い
る
、
水
道
の
民
営
化
。
地
産
地
消
で
き
な
く
な
り
そ
う

な
、
種
子
法
廃
止
。
改
正
漁
業
法
、
養
殖
な
ど
の
漁
業
権
で
は
、
地
元
を
優
先
す
る
ル
ー

ル
を
撤
廃
し
企
業
に
売
り
渡
す
。
そ
し
て
、
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
も
せ
ず
、
沖
縄

へ
の
米
軍
基
地
の
押
し
つ
け
。
国
策
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
た
、
原
発
の
海
外
輸
出
は
全

て
破
綻
し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
力
を
入
れ
る
政
策
って
、
多
く
の
人
間
が
不
幸
に
な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

カ
ジ
ノ
解
禁
、
博
打
は
人
の
不
幸
で
成
り
立
つ
商
売
だ
。
我
々
の
社
会
保
障
費
を
削
り

ま
く
り
、
そ
の
く
せ
ア
メ
リ
カ
か
ら
リ
ボ
払
い
で
武
器
を
大
量
に
購
入
。

こ
の
5
年
で
、
低
賃
金
の
非
正
規
雇
用
ば
か
り
が
増
え
て
い
る
。
貯
金
ゼ
ロ
世
帯
が
、
30

％
を
超
え
た
。
年
収
が
３
０
０
万
円
以
下
の
人
が
40
％
。
年
収
１
２
２
万
円
未
満
の
可

処
分
所
得
し
か
な
い
相
対
的
貧
困
率
は
、
15.7
％
。
子
ど
も
の
貧
困
は
13.9
％
で
7
人
に
1

人
（15
年
厚
生
労
働
省
調
べ
）
。

世
界
第
3
位
の
経
済
大
国
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
だ
よ
。
あ
た
し
た
ち
が
望
ん
で
い
る

の
は
、
こ
ん
な
に
格
差
の
激
し
い
国
だ
った
の
か
？

国
民
は
「
安
倍
改
憲
」を
望
ん
で
い
な
い
。
通
常
国
会
で
の
「
改

憲
」発
動
阻
止
。
参
議
議
員
選
挙
選
は
、
市
民
と
野
党
共
闘
で
、

12
年
前
の
自
民
党
大
敗
を
も
う
一
度
、
安
倍
政
権
退
陣
へ
。

「人
事
制
度
の
見
直
し
」
阻
止
し
、
安
全
・
安
心
な
公
共
交
通

の
確
保
。
国
民
の
足
在
来
線
廃
止
反
対
し
て
今
年
一
年
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

執
行
委
員
長

須
藤
清
成

執
行
委
員
一
同
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①
新
入
社
員
の
振
り
分

け
は
ど
う
い
う
基
準
で

行
う
の
か
。
ま
た
、
プ

ラ
ン
ナ
ー
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
に
採
用
に
な
っ
た
場

合
の
配
属
先
は
ど
う
な

る
の
か

（
回
答
）
別
途
提
示
す

る
。

②
新
入
社
員
の
振
り
分

け
は
ど
う
い
う
基
準
で

行
う
の
か
。
ま
た
、
プ

ラ
ン
ナ
ー
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
に
採
用
に
な
っ
た
場

合
の
配
属
先
は
ど
う
な

る
の
か

（
回
答
）
２
０
１
９
年

4
月
の
新
入
社
員
に
つ

い
て
は
、
プ
ロ
職
採
用

は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
職
群
、
総
合
職
採
は

プ
ラ
ン
ナ
ー
職
群
と
な

る
。
２
０
２
０
年
以
降

の
新
入
社
員
は
３
つ
の

職
群
別
の
採
用
と
な
る
。

③
等
級
の
キ
ャ
プ
テ
ン

（
Ｃ
）
は
現
在
の
職
種

で
は
ど
う
い
う
人
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
群

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（
Ｉ
）
等
級
に
運
転
職

で
は
ど
う
い
う
人
が
な

る
の
か
。
教
導
運
転
士

は
ど
の
等
級
に
な
る
の

か
。

（
回
答
）
Ｃ
等
級
は
現

業
で
あ
れ
ば
助
役
、
非

現
業
で
あ
れ
ば
主
席
で

あ
る
。
１
等
級
に
つ
い

て
は
、
職
場
の
全
て
の

担
務
を
担
え
る
だ
け
の

業
務
知
識
、
技
能
、
経

験
を
備
え
、
職
場
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
の
人
物
で

あ
る
。

④
社
員
の
昇
格
は
公
正

に
判
断
す
る
と
し
て
い

る
が
、
「
社
員
と
し
て

の
自
覚
」
「
勤
労
意
欲
」

「
執
務
態
度
」
「
知
識
」

「
技
能
」
「
適
格
性
」

「
協
調
性
」
「
教
育
受

講
履
歴
」
「
人
事
評
価

及
び
試
験
の
成
績
」
そ

れ
ぞ
れ
の
判
断
基
準
を

具
体
的
に
示
さ
れ
た
い

（
回
答
）
公
正
な
判
断

の
も
と
実
施
し
て
い
く
。

⑤
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
」

と
は
な
に
か

（
回
答
）
ラ
イ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
部
下
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い

チ
ー
ム
と
し
て
高
い
業

績
を
上
げ
る
役
割
を
担

う
職
群
で
あ
る
。

⑥
運
転
士
が
教
導
運
転

士
と
な
る
に
は
何
年
で

な
れ
る
の
か

（
回
答
）
職
群
、
等
級

の
移
行
は
会
社
が
指
定

す
る
。

⑦
職
群
転
換
と
は
何
か
。

ま
た
、
「
会
社
の
判
断

に
よ
り
職
群
を
転
換
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と

あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ

と
か
。

（
回
答
）
職
群
転
換
と

は
職
群
が
変
わ
る
こ
と

で
あ
り
、
例
え
ば
現
業

機
関
で
働
く
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
職
群
の
社
員

が
、
支
社
の
企
画
、
計

画
業
務
に
転
勤
と
な
る

場
合
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト

職
群
に
転
換
す
る
よ
う

な
こ
と
を
指
す
。

⑧
高
専
卒
の
運
転
士
は

移
行
時
に
希
望
す
れ
ば

エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
群
に

行
け
る
の
か
。

（
回
答
）
職
群
、
等
級

の
移
行
は
会
社
が
指
定

す
る
。

⑨
評
価
制
度
に
お
い
て
、

会
社
の
言
う
「
公
平
公

正
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。

（
回
答
）
評
価
を
行
う

評
価
者
に
つ
い
て
は
、

評
価
者
研
修
を
受
講
す

る
こ
と
で
評
価
者
の
レ

ベ
ル
を
一
定
の
水
準
に

保
つ
。
ま
た
、
評
価
者

の
目
だ
け
で
な
く
、
第

三
者
を
入
れ
た
評
定
会

議
を
実
施
し
、
公
平
公

正
を
担
保
す
る
。

⑩
「
役
割
行
動
評
価
」

に
お
け
る
「
社
員
と
し

て
求
め
ら
れ
る
行
動
」

と
は
具
体
的
に
な
に
を

い
う
の
か
。

（
回
答
）
会
社
・
組
織

が
求
め
る
業
務
、
行
動

の
こ
と
で
あ
る
。

⑪
評
価
表
（
評
価
シ
ー

ト
）
は
ど
う
い
う
も
の

で
、
ど
の
よ
う
に
つ
け

る
の
か
。

（
回
答
）
制
度
開
始
ま

で
に
明
ら
か
に
す
る
。

⑫
「
評
定
会
議
」
と
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。

直
属
の
上
司
と
は
誰
な

の
か
。
ま
た
、
面
談
に

お
け
る
上
司
と
は
誰
を

言
う
の
か
。

（
回
答
）
「
評
定
会
議
」

と
は
、
評
価
者
の
目
だ

け
で
は
な
く
、
第
三
者

を
入
れ
た
評
価
の
公
平

公
正
を
担
保
す
る
た
め

の
会
議
で
あ
る
。
ま
た
、

直
属
の
上
司
と
は
、
非

評
価
者
を
評
価
す
る
上

司
の
こ
と
で
あ
る
。
面

談
に
お
け
る
上
司
と
は
、

直
属
の
上
司
で
あ
る
。

⑬
評
価
者
は
誰
が
行
い
、

「
必
要
な
教
育
」
と
は

ど
う
い
う
教
育
を
行
う

の
か
。

（
回
答
）
公
平
公
正
な

評
価
を
行
う
た
め
外
部

講
師
に
よ
る
評
価
者
研

修
を
実
施
す
る
。

⑭
評
価
は
毎
年
度
２
回

（
春
、
秋
）
と
あ
る
が
、

何
月
と
な
る
の
か
。

（
回
答
）
前
年
度
下
期

の
評
価
を
当
年
度
の
第

1
四
半
期
を
目
途
に
、

当
年
度
上
期
の
評
価
を

当
年
度
第
3
四
半
期
を

目
途
に
実
施
す
る
。

⑮
評
価
結
果
は
期
末
手

当
に
も
活
用
す
る
の
か
。

期
末
手
当
の
評
価
基
準

は
ど
う
な
る
の
か
。

（
回
答
）
期
末
手
当
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
通

り
成
績
率
を
適
用
す
る
。

⑯
職
務
手
当
（
4
）
の

交
番
担
当
と
し
て
特
に

指
定
さ
れ
た
も
の
と
は

誰
な
の
か
。

（
回
答
）
現
行
制
度
に

お
け
る
職
務
手
当
の
交

番
担
当
と
同
じ
で
あ
る
。

⑰
５
段
階
評
価
の
Ｓ
、

Ａ
Ａ
、
Ａ
、
Ｂ
Ａ
，
Ｂ

は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
え
ば
そ
の

評
価
と
な
る
の
か
。

（
回
答
）
基
準
を
ど
の

程
度
上
回
る
（
下
回
る
）

行
動
な
の
か
、
能
力
発

揮
が
ど
の
程
度
見
ら
れ

る
の
か
に
よ
り
、
Ｓ
、

Ａ
Ａ
、
Ａ
、
Ｂ
Ａ
，
Ｂ

評
価
と
な
る
。

⑱
シ
ニ
ア
社
員
の
「
労

働
環
境
等
配
慮
」
に
お

い
て
、
具
体
的
な
配
慮

を
示
さ
れ
た
い
。

（
回
答
）
現
行
通
り
で

あ
る

⑲
現
行

の
６

等
級

で

「
特
に
指
定
さ
れ
た
も

の
」
と
は
ど
の
よ
う
な

人
を
い
う
の
か
。

（
回
答
）
会
社
が
指
定

し
た
者
の
こ
と
で
あ
る
。

⑳
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
職
群
の
Ｉ
等
級
へ
の

昇
格
受
験
資
格
の
32
Ｐ

以
上
と
あ
る
が
ど
う
い

う
こ
と
か
。

（
回
答
）
Ｒ
２
等
級
か

ら
Ｉ
等
級
に
昇
格
す
る

際
、
昇
格
要
件
と
し
て

評
価
ポ
イ
ン
ト
の
累
計

ポ
イ
ン
ト

が
32
ポ
イ

ン
ト
必
要
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

「
人
事
制
度
改
正
」に
つ
い
て
交
渉

今
年
も
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
ジ
ャ
ズ
。
昨
年
は

歌
、
今
年
は
フ
ー
ル
ー

ト
ジ
ャ
ズ
の
佐
々
木
優

花
さ
ん
と
ギ
ー
タ
ー
佐
々

木
大
輔
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
演
奏
で
２
０
１
９

新
春
旗
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

２
０
１
９
年
国
民
春

闘
岩
手
県
共
闘
会
議
金

野
耕
治
議
長
か
ら
、
安

倍
内
閣
の
破
綻
と
矛
盾

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
市
民
と
野
党
の
共

闘

で

政
治

を

変
え

、

「
９
条
改
憲
」
に
執
着

す
る
安
倍
内
閣
を
今
年

こ
そ
退
陣
に
、
大
幅
賃

上
げ
の
19
春
闘
を
勝
ち

と
ろ
う
と
力
ず
よ
い
開

会
の
挨
拶
で
旗
開
き
が

始
ま
り
ま
し
た
。

青
年
部
の
参
加
が
会

場
を
を
明
る
く

青
年
部
の
参
加
が
目
立

つ
会
場
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
福
祉
労
組
青

年
部
、
岩
手
医
労
連
の

寸
劇
は
現
代
の
職
場
を

直
視
し
た
素
晴
ら
し
い

く
参
加
し
た
皆
さ
ん
か

ら
の
拍
手
が
な
か
な
か

や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

労
働
者
合
同
合
唱
団

の
歌
声
、
参
加
者
全
員

で
の
ガ
ン
バ
ロ
ウ
の
合

唱
で
今
春
闘
勝
利
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

１
月
５
日
、
２
０
１

９
年
春
闘
岩
手
県
共
闘

会
議
年
次
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
前
に
、
講
師
渡

辺
正
道
・
事
務
局
次
長

か
ら
、
安
倍
９
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
!
「
３
０
０
０
万

書
名
」
と
野
党
共
闘
の

力
で
阻
止
へ
と
題
し
、

春
闘
学
習
会
を
行
い
ま

し
た
。

軍
事
費
を
削
っ
て
暮

ら
し
、
防
災
予
算
に

２
０

１

９
年

は

、

「
改
憲
」
を
め
ぐ
っ
り

正
念
場
の
年
に
な
る
。

今
年
度
の
予
算
案
の
軍

事
費
の
吐
出
。
「
専
守

防
衛
」
か
ら
「
敵
基
地

攻
撃
」
へ
の
変
貌
。

大
企
業
は
溜
め
込
み

賃
金
上
が
ら
ず

大
企
業
は
内
部
留
保

を
社
会
的
に
還
元
せ
よ

の
世
論
と
運
動
を
。

市
民
と
野
党
共
闘
こ

そ
、
「
改
憲
阻
止
」

こ
の
大
き
な
力
。
一

点
共
闘
で
、
全
国
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
結
成
「
３

０
０
０
万
書
名
」
を
成

功
さ
せ
よ
う
。

２
０
１
９
年
を

政
治
転
換
の
年
へ

通
常
国
会
で
の
改
憲

発
動
阻
止
。
衆
参
ダ
ブ

ル
選
挙
の
可
能
性
。
12

年
前
の
自
民
党
大
敗
、

安
倍
政
権
退
陣
へ
。

春
闘
共
闘
年
次
総
会

農
協
労
組
の
櫻
田
真

一
氏
を
議
長
に
、
参
加

団
体
か
ら
春
闘
を
闘
い

と
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
決
意
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

２
０
１
９
年
春
闘
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
採
択
さ
れ
、
賃

上
げ
２
５
０
０
０
円
以

上
、
最
低
賃
金
１
０
０

０
円
以
上
の
実
現
目
指

し
ま
す
。
皆
さ
ん
春
闘

ス
タ
ー
ト
で
す
。
勝
利

を
す
る
た
め
に
団
結
し

て
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

２
０
１
９
年
国
民
春
闘

岩
手
県
共
闘
会
議
年
次
総
会

鉄
道
本
部
は
12
月
18
日
、
「
人
事
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
に
関
す
る

解
明
等
申
し
入
れ
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

と
め
よ
う
!
安
倍
９
条
改
憲
・
消
費
税
増
税
。

実
現
し
よ
う
!
被
災
者
本
位
の
復
興
。
か
ち
と

ろ
う
!
大
幅
賃
上
げ
・
８
時
間
働
い
て
人
間
ら

し
く
暮
ら
せ
る
社
会
・
職
場
と
地
域
か
ら
共
同

の
た
た
か
い
で
、
未
来
を
切
り
拓
こ
う
!
２
０

１
９
年
新
春
旗
開
き
が
、
１
月
５
日
盛
岡
市
サ

ン
ビ
ル
７
階
大
ホ
ー
ル
に
１
４
０
名
の
参
加
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今年のオープニングステージの、ジャズフルート

佐々木優花さんは、仙台市生まれの奥州市育ち。２

００５年アメリカニュースクール大学ジャズ科に入

学。フランク・ウエス、ルー・タパキン演奏者に師

事。０９年に卒業後、国内外で活躍。東日本大震災

チャリティ公演を積極的に行い、２００回を超え、

コンサートの収益金は日本赤十字を通じ被災地に送

られています。

現在首都圏を中心に活動

しているギターの鈴木大輔

さんとの演奏でした。

鈴木さんは１５歳でギター

を始め、２００７年にジャ

ズと出会い、多数のミュー

渡辺正道・事務局次長

佐々木優花さん

鈴木大輔さん

２０１９年

新 春 旗 び ら き


